
 

 

 

平成 30年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 視点 
４年間の目標 

（平成 28年度策定） 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 

（３月 19日実施） 

総合評価（４月４日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・ハイレベルな
文武両道によ
り、高い学力
と豊かな人間
性を育む。 

①学科改編に伴
う普通科・ス
ポーツ科学科
の教育課程を
精査し、検証
を行う。 

②体育を特色と
したさまざま
な学習指導の
取 組 み を 行
う。 

①普通科では国語・数
学・英語を充実させ
る。スポーツ科学科で
は専門的な内容の教育
課程に基づいた授業を
実施する。 

②豊かなスポーツライフ
の実現に向けて、日常
的にスポーツに親しみ
体力向上、健康増進に
取り組む態度を育成す
る。 

①充実した教育課程
に基づき、実施
できたか。 

②豊かなスポーツラ
イフの実現に向
けて、日常的に
スポーツに親し
み体力向上、健
康増進に取り組
む態度を育成で
きたか。 

①生徒による授業
評価においては
入学当初に比べ
ると全体的にレ
ベルは上がって
いることがわか
る。特に家庭学
習においては 2
割程度増えてい
ることから、学
習に対する意識
の向上がうかが
える。スポーツ
科学科では専門
的な内容の教育
課程を編成する
ことができた。 

②昨年に引き続
き、ヘルスケ
アなどのアプ
リ を 活 用 し
て、日常的に
健康増進に取
り組んでいる
かについてア
ンケートをと
ったところ昨
年同様の 10％
であった。 

①将来の目標を持たせ
つつ日々の課題や週
末課題を課すことに
よって、毎日の授業
を充実させ、さらに
家庭学習の定着を図
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②積極的な活用につい

て啓発することが課
題である。 

・家庭学習時間が少な
いようなので各教科で
適切に宿題を課すと良
い。 
・生徒による授業評価
アンケート結果分析を
適切に行うことで新た
な課題などに気付くこ
とができる。比較した
グラフを作成すると良
い。 
・塾に行っている生徒
は金銭的な負担も大き
いためか多くはないよ
うなので朝学習や２学
年で実施した英検全員
受検を良い試みである
と思う。 

・学習に対する意識が
向上してきた。しか
し、家庭学習の定着に
ついてはまだまだ課題
が残る。 
・スポーツ科学科では
専門的な教育を施すこ
とができている。 
・豊かなスポーツライ
フの実現へ向けてスポ
ーツに親しむ生徒が増
えていることを期待し
たが昨年と大きく変わ
ってはなかった。競技
スポーツだけではなく
ヨガ同好会のような日
常的な健康増進に係る
部活動などをもっと活
用すると良いかと思
う。 

・各教科で適宜課題を
課したり、学年集会や
ＨＲを利用して家庭学
習時間を確保するよう
に促す。 
・日常的に健康増進に
努めるよう、長期休業
などに際して啓発を行
う。 

２ 生徒指導・支援 

・部活動や行事
に主体的に取
り組み、自ら
誇りを持って
のびやかで規
律正しい生活
を送る校風を
維持する。 

①規律正しい生
活を維持でき
るよう指導、
支援する。 

②部活動・行事
における教育
力、生徒の人
間性、主体性
の 伸 長 を 図
る。 

①HR 指導、登下校指導や
校外指導など教職員全
員で、マナーやモラル
の向上を指導、助言す
る。 

②厳しくも温かい生徒指
導を実施するととも
に、いじめ防止に関し
ては、日ごろから、素
早く柔軟に対応する。 

③入部率 75％以上を目標
に入部率の向上に努め
る。 

①生徒への指導が徹
底できたか。生
徒の規律性は保
たれているか。 

②厳しくも温かい生
徒指導を実施で
きたか、日ごろ
からいじめ防止
に対して、素早
く柔軟に対応で
きたか。 

③入部率 75％以上
を 達 成 で き た
か。 

①交通安全、公共
マナー、基本
的生活習慣の
向上に向けて
全職員で粘り
強く指導がで
きた。 

②安心・安全な学
校生活が送れ
るよう、相談
体制や支援体
制の強化を図
った。 

③入部率は 67％
であった。 

①学校や社会のルール
の意味を生徒が主体
的に理解し、その場
に応じて適切な判断
や行動ができる力を
育てる。 

 
②ケース会議や教育相

談についての校内体
制を整備すると共
に、SC や SSW との連
携を強化していく。 

 
③１年生の入部時に、

積極的に入部を促せ
るように担任等と連
携していく。 

・以前の北高と比較す
ると生徒が落ち着いて
おり最高に良くなって
いる。卒業式などを見
ても素晴らしさを感じ
る。しかし、元気もな
くなっているように思
われる。 
・他地域と比較すると
自転車マナーは良いと
思うが、登校時の風景
を見ているとたくさん
の自転車が学校に入る
ので危うさは感じる。 
・入部率は良い。ヨガ
同好会のような新しい
部活も良い。 

・教職員全体で厳しく
も温かい生徒指導を目
指し取組めた。 
・交通安全指導では自
転車通学のマナーは向
上しているが並走や時
間に追われた登校でス
ピードの出しすぎなど
が危険である。 
・入部率 75％は達成で
きなかった。多くの生
徒が部活動に入部する
よう積極的に促すよう
にこころがける。 

・正門指導時や校外指
導に際して交通安全に
努めるよう声かけを行
う。また、早めの行動
を意識するよう促す。 
・クラス担任などと連
携を取りながら部活動
への積極的な参加を促
す。 
 



 

 
 

３ 進路指導・支援 

・目標を持ち努
力し続けるこ
とで一つ上の
進路実現を目
指す生徒を育
てる。 

①早期の目標設
定、一つ上の 
進路実現を目
指させる進路
指導を行う。 

①自習室の活用を促進さ
せるなど第一希望を目
指す支援を行う。 

②ガイダンスの充実によ
り大学進学率を増や
す。 

③ガイダンスの充実によ
りセンター試験受験者
数を増やす。 

④体育系大学の指定校推
薦枠を増やす。 

 

①妥協させるのでは
なく第一希望の
進路先をめざさ
せる支援ができ
たか。 

②ガイダンス等で生
徒に具体的な目
標を持たせるこ
とができたか。 

③大学進学率を増や
すことができた
か。 

④体育系大学の指定
校推薦枠を増や
すことができた
か。 

①② 
ガイダンス等
で生徒に具体
的な目標を持
たせ、第一希
望の進路先を
めざせる支援
ができた。 

③体育系の大学進
学率を増やすこ
とがでた。 

④体育系大学の指
定校推薦枠を 
１大学増やすこ
とができた。 

①生徒の意識もより上
の大学を目指す傾向
が出てきており、一
般受験者が増加して
きているので一般受
験のサポートより充
実させて行きたい。 

②体育大学系の進学率
が上がってきている
傾向にあるので、よ
り一層進学実績をつ
くり、指定校推薦枠
を確保できるように
努める。 

 

・一般受験で大学進学
へチャレンジする生徒
が増えてきた。１つ上
を目指させる指導が功
を奏している。私立大
学は以前よりも門戸を
縮小しているので受験
指導する際には対策を
練ってあたると良い。 
・大学進学だけではな
くその先にある就職の
話から進学指導へアプ
ローチしてはどうか。 

・第一希望の進路先を
目指させる支援ができ
た。一般受験で妥協せ
ず頑張れる生徒も増え
てきた。 
・体育大学の進学希望
者は増えてきている。
体育系大学の指定校推
薦枠１大学増やすこと
ができた。 

・自習室の活用や家庭
学習時間の確保、長期
休業中に実施される特
別講座などを積極的に
利用しながら引き続き
第一希望の進路を目指
させる指導に努める。 

４ 地域等との協働 

・地域の教育力
を積極的に活
用する。 

①厚木北高校の
情報を積極的
に中学生、保
護者、地域に
向けて発信す
る。 

②地域と協働し
たグローバル
な取り組みを
行う。 

 

①学校説明会を増やすこ
とで学校の情報を中学
生、保護者へ浸透させ
る。 

②ＨＰをリニューアル
し、適宜本校の情報を
発信する。 

③厚木市など地域と協働
して、留学生の受け入
れ、国際交流等を実施
する。 

①十分な受検者数を
確保できたか。 

②適宜ＨＰの更新を
実施できたか。 

③国際交流の取組を
実施できたか。 

①第１回目の学校
説明会は夏休
み後に実施さ
れたために参
加人数が少な
かった。第３
回目の学校説
明会は事前に
中学校訪問を
実施したため
か参加者が増
加した。 

②ＨＰのリニュー
アルは次年度
に持ち越した
が年間通じて
多くの北高情
報を発信でき
た。 

③１学年に留学生
を１名受け入
れた。国際交
流事業で３名
ニュージーラ
ンドへ短期留
学を行った。 

①次年度の第１回の学
校説明会の実施時期
を夏季休業期間で実
施する。次年度も継
続して中学校訪問を
実施し広報に努め
る。 

 
 
 
 
 
②ＣＭＳを活用しＨＰ

をリニューアルす
る。多くの人が見や
すいＨＰにし時期を
逃さず情報発信に努
める。 

 
③留学の情報等を生徒

向けに発信し興味の
ある生徒が活用でき
るように努める。 

・少子化に伴い、大学
側も中学校訪問を行っ
ている時代。学校説明
会や中学校訪問、ＨＰ
などを利用しながら北
高の良さを発信してい
くと良い。 
・留学生を受け入れ、
留学に興味を持ってい
る生徒が出てきたのは
良いこと。留学するこ
とで日本や地域の素晴
らしさを改めて感じる
ことにつながる。 

・３回実施した学校説
明会や中学校訪問、Ｈ
Ｐを利用した情報発信
をすることで受検者数
を確保できた。 
・ＨＰは更新回数を増
やすことで北高のリア
ルな情報発信に努める
ことができた。 
・留学生を１名受け入
れた。生徒間でも異文
化交流につながった。
留学情報を発信するこ
とで興味のある生徒が
３名短期留学を行っ
た。 

・学校説明会や中学校
訪問、ＨＰを利用しな
がら引き続き学校広報
に努める。 
・ＣＭＳへの移行を行
いリアルタイムで北高
の情報を発信する。 
・興味のある生徒が留
学の情報が得られるよ
う広報に努める。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①生徒第一に安
心安全かつ快
適な教育環境
整 備 を 進 め
る。 

②チームで学校
を運営する。 

①学科改編に伴
う施設設備等
の整備計画に
基づいた設備
改修を実施す
る。 

②チームとして
の学校運営を
推進する。 

①学科改編に伴いよりハ
イレベルな学習環境
（視聴覚教室等）の
ICT 設備を充実させ
る。 

②特色推進・学びづくり
WG を設置し厚木北高校
の未来について検討さ
れた内容について、グ
ループ、学年、教科、
部活動顧問等、すべて
チームとして情報を共
有する。 

①学科改編に伴い、
よりハイレベル
な学習環境（視
聴覚教室等）の
ICT 整備を充実
できたか。 

②特色推進・学びづ
くり WG 内で検討
された課題につ
いてグループ、
学年、教科、部
活動顧問等、チ
ームとして情報
を共有すること
ができたか。 

 

①学科改編に伴
い、共用教室
５か所および
スポーツ総合
演習室にプロ
ジェクターを
設置した。 

②特色推進･学び
づくり WG を 7
回開催し、厚
木北高等学校
の将来あるべ
き人物像につ
いて考え、そ
の内容につい
て、職員会議
で発表するこ
とで、学校全
体に情報を共
有することが
できた。 

①ＩＣＴ機器活用を促
すマニュアル作成、
利用しやすい環境整
備が必要である。 

 
 
 
②来年度は 2 年目に入

るのでカリキュラム
に落とし込むことを
想定しながら、教育
の方法論について検
討する。 

・電子黒板などＩＣＴ
を導入することで学び
も変わってきた。これ
らを適切に活用するこ
とで深い学びにつなが
る。 
・特色推進学び作りＷ
Ｇで話し合っているよ
うな次世代の北高生像
を話し合うことは良い
試み。 

・ＩＣＴ機器の活用を
促すべく共用教室に５
か所、スポーツ総合演
習室にプロジェクター
を設置した。環境整備
はできたが今後の活用
方法で学びのあり方が
大きく変わることにな
る。使用方法の研究に
努める必要があると考
える。 
・特色推進学び作りＷ
Ｇで将来の北高が育成
すべき人物像を考える
ことができた。 

・新規に導入したＩＣ
Ｔ機器を利用した適切
な授業展開などを模索
し、校内啓発に務め
る。 
・今年度は理想を語る
が主な内容であった特
色推進ＷＧだったが、
次年度は具体的な教育
課程編成などに移って
いくことを目指す。 


